
広
告

消費生活相談窓口からのお知らせ消費生活相談窓口からのお知らせ

○クーリング・オフの方法
定められた期間内に、「書面」（はがきや封書）でクーリング・オフを通知します。
書面は、両面ともコピーして保管し、「特定記録郵便」や「簡易書留」などの記録
の残る方法で送ります。

◎クーリング・オフができないものもあります
自分から店に出向いて購入した場合や、広告を見て自分から電話やインターネット
等で申し込んだ通信販売の場合など、クーリング・オフが出来ない場合もあります
ので注意しましょう。
契約で困ったら、消費生活相談（滝野庁舎）に相談してください。

消費生活相談窓口からのお知らせ
　訪問販売や電話勧誘販売、キャッチセールス等で強引な勧誘により、冷静な判断がで
きないまま、思わず契約をしてしまうことがあります。契約後、消費者にもう一度頭を

冷やして考え直す時間を与えてくれるのがクーリング・オフです。法律で定められた期間内であれば、無条件に申し込みの
撤回や契約の解除ができます。

○クーリング・オフができる主な取引と期間○クーリング・オフができる主な取引と期間

※契約書面を受け取った日から数えます。

訪問販売　電話勧誘販売
特定継続的役務提供

（エステや語学教室など）
訪問購入

マルチ商法　内職商法
モニター商法等

  ８日間

２０日間

問い合わせ　消費生活相談窓口（滝野庁舎生活課内）　　４８－３５２８

　
地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
の
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
に
、
省

エ
ネ
や
ご
み
の
減
量
を
心
が
け
た
り
、
自
然

に
や
さ
し
い
製
品
を
使
っ
た
り
す
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
広
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
身
近
な
取

組
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、

通
勤
・
通
学
や
買
い
物
・
旅
行
の
際
の
「
移

動
」
の
エ
コ
で
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
自
動
車
や
鉄
道
、

飛
行
機
な
ど
、
移
動
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
便

利
に
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
自
動
車
か
ら
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
は
、
家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
内
訳
の
中
で
最
も
多
く
、
全
体
の

約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）。

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段

と
な
っ
て
い
る
自
動
車
で
す
が
、
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
利
用
の
仕
方
を
見
直

し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
を
な
る
べ
く
排
出
し
な
い
移

動
手
段
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
加
東
市
と
加
東
エ
コ
隊
が
参
加
し

て
い
る
「
ひ
ょ
う
ご
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

が
少
な
い
「
移
動
」
の
工
夫
を
「
ス
マ
ー
ト

ム
ー
ブ
」
と
名
付
け
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
エ

コ
ム
―
ブ
と
い
う
２
つ
の
取
組
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
し

つ
つ
、
健
康
や
快
適
さ
に
も
つ
な
が
る
「
ス

マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
を
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
が
提
案
す
る
取
組

①
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
に
「
ふ
ん
わ
り

ア
ク
セ
ル
」
や
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
」

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
運
転
方
法
（
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
）
を
実
践
す
る
と
、
燃
料
消
費
量

を
最
大
で
お
よ
そ
４
分
の
１
削
減
で
き
る
と

い
う
研
究
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
減

ら
す
だ
け
で
な
く
、
燃
費
の
向
上
も
望
め
る

の
で
経
済
的
で
す
。
さ
ら
に
緩
や
か
な
加
減

速
な
ど
は
、
環
境
面
だ
け
で
な
く
周
囲
の
交

通
に
も
優
し
い
運
転
で
す
の
で
、
事
故
が
減
り
、

交
通
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

②
エ
コ
ム
ー
ブ

●
自
転
車
・
徒
歩
で
移
動
し
よ
う

　「
環
境
に
い
い
」「
健
康
に
い
い
」
な
ど
と

い
っ
た
視
点
か
ら
、
自
転
車
や
徒
歩
で
の
移

動
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
を
ま
っ

た
く
排
出
し
な
い
自
転
車
や
徒
歩
で
の
移
動

は
究
極
の
エ
コ
と
い
え
ま
す
。

●
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
よ
う

　
電
車
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、

同
じ
距
離
を
自
家
用
車
で
移
動
す
る
の
に
比
べ
、

１
人
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
く
て

済
み
、
さ
ら
に
駅
構
内
や
バ
ス
停
な
ど
へ
の

徒
歩
移
動
に
よ
り
健
康
的
で
す
。
通
勤
・
通

学
は
も
ち
ろ
ん
、
出
張
や
旅
行
な
ど
、
長
距

離
の
移
動
で
も
、
電
車
や
バ
ス
の
利
用
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
旅
先
で
も
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
し
よ
う

　
特
に
観
光
地
で
は
、
バ
ス
や
鉄
道
で
お
得

に
周
遊
で
き
る
１
日
乗
車
券
な
ど
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
上
手
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

み
ん
な
で
エ
コ
な
移
動
を
し
よ
う
！

エ
コ
ム
ー
ブ
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

●
参
加
対
象
者

　
・
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤

　
・
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
な
ど
、
乗
用
車

　
　
を
頻
繁
に
運
転
し
て
い
る
方

　
※
既
に
、
エ
コ
通
勤
な
ど
を
実
践
さ
れ
て

　
　
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

①�

ひ
ょ
う
ご
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
推
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
事
務
局
）
兵
庫
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
ＦＡＸ 

０
７
８
・
７
３
５
・
２
２
９
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス ondankabousi@

eco-

　hyogo.jp

　
郵
送 

〒
６
５
４
―
０
０
３
７

　
神
戸
市
須
磨
区
行
平
町
３
―

１
―

３
１

②
生
活
課
窓
口
ま
た
は
各
庁
舎
窓
口
セ
ン
タ

ー
で
申
し
込
む

　
申
込
冊
子
は
、
生
活
課
、
各
庁
舎
窓
口
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
エ
コ
ム
―
ブ
で

ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｏ
２
が
削
減
で
き
た
か
が
分
か

る
結
果
表
を
お
送
り
し
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

　
市
民
安
全
部
生
活
課
（
滝
野
庁
舎
）

 

　
　
４
８
・
３
５
２
８
／
ＦＡＸ
４
８
・
５
５
２
５

移
動
を
エ
コ
に
！
「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

移
動
を
エ
コ
に
！
「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

移
動
を
エ
コ
に
！
「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

約4,852
[kgCO2/世帯]

暖房から
12.3％ 冷房から

1.5％

キッチンから
4.3％

冷房から
1.5％

給湯から
13.4％
キッチンから
4.3％

照明・家電用品から
30.7％

自動車から
32.6％

ゴミから3.1％ 水道から1.8％

2009年度　家庭からの二酸化炭素排出量
（世帯当たり・用途別内訳）

出典:温室効果ガスインベントリオフィスをもとに作成

　
30
代
後
半
に
尾
瀬
に
行
っ
た
事
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
尾
瀬
ヶ
原
か
ら
見

た
燧
ケ
岳
（
ひ
う
ち
が
た
け
）
と
至
仏

山
（
し
ぶ
つ
さ
ん
）
の
美
し
さ
に
魅
せ

ら
れ
て
登
山
を
始
め
ま
し
た
。
い
き
な

り
の
登
山
は
無
謀
だ
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
毎
年
4
月
か
ら

平
日
は
朝
1
時
間
、
休
日
は
2
時
間
の

散
歩
を
行
い
、
1
泊
2
日
の
行
程
で
白

山
（
は
く
さ
ん
）
や
立
山
（
た
て
や
ま
）

に
登
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
登
山
に
な
れ
て
く
る
と
1
泊
2
日
で

は
物
足
り
な
く
な
り
、
数
年
後
に
3
泊

4
日
の
予
定
で
南
ア
ル
プ
ス
の
北
岳
（
き

た
だ
け
）
か
ら
間
ノ
岳
（
あ
い
の
だ
け
）

を
経
て
塩
見
岳
（
し
お
み
だ
け
）
へ
の

縦
走
を
試
み
ま
し
た
。
3
日
目
に
塩
見

岳
を
目
指
し
て
登
っ
て
い
る
途
中
で
と

て
も
し
ん
ど
く
な
り
、
歩
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
休
み
休
み
し
な
が

ら
何
と
か
山
頂
に
到
達
し
、
無
事
下
山

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
散
歩
だ

け
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足
だ
と
反
省

し
ま
し
た
。

　
次
の
年
か
ら
は
散
歩
を
平
日
は
30
分
、

休
日
は
1
時
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
変
更

し
ま
し
た
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
は
言
っ
て

も
1
時
間
で
6
キ
ロ
を
走
る
程
度
の
速

度
で
す
。
そ
れ
で
も
効
果
抜
群
で
、
以

後
は
登
山
中
に
し
ん
ど
く
な
っ
て
歩
け

な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
な
り
、

1
日
30
分
程
度
の
軽
い
運
動
で
も
体
力

増
進
に
は
充
分
効
果
が
あ
る
こ
と
を
実

感
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
に
は
無
酸
素
運
動
と
有
酸
素
運

動
が
あ
り
ま
す
。

　
無
酸
素
運
動
と
は
酸
素
を
利
用
せ
ず

に
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す
運
動

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
短
距
離
走
や
重

量
挙
げ
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
そ
の

代
表
的
な
運
動
で
す
。

　
有
酸
素
運
動
と
い
う
の
は
酸
素
を
利

用
し
て
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す

運
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン

グ
が
代
表
的
な
運
動
で
す
。

　
有
酸
素
運
動
を
感
覚
的
に
言
う
と
、

少
し
は
息
切
れ
が
す
る
も
の
の
人
と
会

話
し
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
（
私
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
）
程
度
の
運
動
で
す
。
ハ
ア
ハ

ア
息
切
れ
す
る
よ
う
な
運
動
は
強
す
ぎ

ま
す
し
、
鼻
歌
が
出
る
よ
う
な
（
私
の

散
歩
程
度
の
）
運
動
で
は
弱
す
ぎ
て
運

動
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
目
安
と

し
て
は
、
心
拍
数
が
（
2
2
0
―
年
齢
）

×
0.6
に
な
る
程
度
の
運
動
量
が
適
切
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
有
酸
素
療
法
を
週
３
回
、

30
分
続
け
る
だ
け
で
体
力
増
進
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
空
腹
時
で

の
運
動
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

心
臓
や
腎
臓
な
ど
に
持
病
が
あ
る
方
は

主
治
医
と
相
談
し
て
か
ら
始
め
て
く
だ

さ
い
。

　
加
東
市
で
は
加
東
サ
ン
サ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
30
分

の
有
酸
素
運
動
と
併
用
す
る
と
効
果
が

上
が
る
と
思
い
ま
す
。

加
東
市
民
病
院
副
院
長
　

大
竹
　

啓
夫

こ
ん
に
ち
は
！
市
民
病
院
で
す
！

こ
ん
に
ち
は
！
市
民
病
院
で
す
！

こ
ん
に
ち
は
！
市
民
病
院
で
す
！

市
民
病
院
各
科
の
紹
介
や
、
健
康
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
大
竹
副
院
長
の
お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

６５
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
個

人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の
納
付

義
務
が
あ
る
方
は
、
年
金
所
得
の

金
額
か
ら
計
算
し
た
個
人
住
民
税

が
、
公
的
年
金
等
の
老
齢
基
礎
年

金
部
分
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
ま
す
。（
老
齢
基
礎
年
金
等

の
金
額
が
年
間
１８
万
円
未
満
の
方

な
ど
、
対
象
外
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

　
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

は
、
年
税
額
の
２
分
の
１
を
上
半

期
（
６
月
・
８
月
）
に
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
で

納
付
い
た
だ
き
、
年
税
額
の
２
分

の
１
を
下
半
期
（
１０
月
・
１２
月
・

２
月
）
に
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
表

①
参
照
）

　
ま
た
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
特

別
徴
収
と
な
る
場
合
は
、
上
半
期

（
４
月
・
６
月
・
８
月
）
は
２
月

分
と
同
額
を
、
下
半
期
（
１０
月
・

１２
月
・
２
月
）
は
、
当
該
年
度
の

年
税
額
か
ら
上
半
期
の
徴
収
済
額

を
控
除
し
た
残
額
の
３
分
の
１
ず

つ
を
特
別
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
表
②
参
照
）

問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
税
務
課
（
社
庁
舎
）　

　
　
４
３
・
０
３
９
６

表① 特別徴収の開始年度

表② 特別徴収の継続年度

徴収区分
期

該 当 月
税　　額

徴収区分
期

該 当 月

税　　額

普　通　徴　収
上　半　期

年税額の1/4ずつ

年金特別徴収
下　半　期

年税額の1/6ずつ
6月（第1期） 8月（第2期） 12月10月 2月

12月10月 2月6月4月 8月

年 金 特 別 徴 収
上 半 期（仮徴収）

前年度の2月に徴収した額
と同額ずつ

年税額から仮徴収した額を
差し引いた額の１/３ずつ

下 半 期（本徴収）

クーリング・オフとは？

●
実
施
期
間
　
１０
月
１
日
（火）
〜
１１
月
３０
日
（土）

11 10


